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公共交通に関する住民懇談会での意見まとめ 

【主な意見】 

○運行区間・ルート 

参加者意見 会場 当日の市の返答 

高齢化により体の不自由な人が増え、乗

換えでの長時間の乗車が苦痛なため、朝

の１便だけでも尾鷲総合病院までのふ

れあいバスによる直通便の運行ができ

るよう、交通会議等において折衝してい

ただきたい。 

須賀利 検討させていただく。 

島勝三交バス停を終点とせずに、島勝診

療所付近まで増設していただきたい。 

須賀利 検討させていただく。 

九鬼駅前を迂回しているが、客がほとん

どいない。時間もロスするため、いない

場合は飛ばして運行することはできな

いのか。 

早田 現在は定時定路線のため、バス停を飛

ばした運行をすることはできない。 

熊野方面へはＪＲで三木里駅から行く。

また、三木里の診療所に行く事もあるた

め、三木里駅に行けないということも困

る。 

三木浦 ＪＲの時刻などとも調整し路線の効

率化なども考えて検討させていただ

く。 

八鬼山線の始発は古江となっているが、

元々、三木浦始発であった。三木浦を出

て、三木里駅でＵターンしてもらうのが

良い。 

三木浦、

早田 

利用客の状況や他地区の意見も聞き

ながら検討させていただく。 

ハラソ線を延長するのであれば、方向変

換場所については、名柄町内で準備・協

力できる。 

名柄 方針が決定次第、協力をお願いした

い。 

小脇には１人しか住んでいないので、小

脇までハラソ線を延長する必要はない

と思う。  

名柄 利用者の状況を考慮し、バス停の設置

や路線については検討していきたい。 

ハラソ線の名柄・小脇地区への延伸はぜ

ひお願いしたい。 

三木里 検討させていただく。 

瀬木山の近くへ寄ることができないか。

天満への利用が資料によるとほとんど

ない。瀬木山にルートを変えても良いの

古江 バス利用者との関係で尾鷲地区のふ

れあいバスとも調整し、検討させてい

ただく。 
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ではないか。 

現在、賀田奥に居住している 27世帯の

内、車を所有していない世帯は、1４世

帯である。そこの方々は、30 分以上か

けて、バス停まで来ている。以前あった

南輪内診療所が無くなり、通院での利用

が負担となっている。賀田奥への延伸を

要望したい。中奥には、変電所横に空き

地があり、十分Ｕターンできるように思

える。また、賀田奥にも空き地があり、

Ｕターンできるように思える。もし、行

動していただけるなら、地区からも土地

所有者へ話をさせていただく等、協力さ

せていただく。 

賀田 場所の確認をして検討させていただ

く。また、梶賀、曽根等と調整したう

えで、対応させていただく。 

小脇のハラソ線の延長は、時間がかかり

すぎるのではないか。 

梶賀 小脇に乗り入れるとしても、朝の便だ

けにするとか、週に何回かにすると

か、いろんな方法が考えられる。 

乗車時間がかかりすぎると、高齢者には

つらい。 

梶賀 検討する。 

高齢者の乗車時間を考えると、総合病院

前までの寄り道を少なくしてほしい。 

梶賀 検討する。 

資料によると、天満地区の利用は０人な

ので、経由の必要はないのではないか。 

梶賀 他の地区でも意見があったが、天満地

区ではなく瀬木山方面にルートを変

更してはどうか、という意見があっ

た。 

大型の高速バスと接続することは出来

ないのか。 

曽根 大型バスは難しい。三重交通に調整し

てみる。 

 

 

○運行時間帯・ダイヤ 

郵便局の廃止に伴い島勝の郵便局を利

用するため、ふれあいバス須賀利発の時

刻を 15 分早め、島勝発の時間を 15 分

延ばすよう時刻の変更をお願いしたい。 

須賀利 検討させていただく。 

時間帯で帰りに長時間待たないといけ

ないことがある。１２時を逃すと次は１

九鬼、名

柄、早田、

バスが１台で運行しているため、難し

い部分もあるが、調整していきたい。
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６時になってしまう。 古江、曽

根 

また、ＪＲとの兼ね合いも見て検討し

ていきたい。 

夏場は便数を増やすとか、滞在時間を延

長してもらうなどはできないのか。 

九鬼 利用状況などを勘案し、検討させてい

ただく。 

高校生の通学は不便にならないように

していただきたい。 

三木浦 ダイヤ調整の際には検討させていた

だきたい。 

9時台の便で市街地に行った際には、帰

りが 11 時台であり、買い物をすると乗

り遅れることがあるため、時刻の調整を

行っていただきたい。 

三木浦 ダイヤ調整について検討させていた

だく。 

ハラソ線は変更する必要はない。古江地

区については、駅がなく、総合病院への

アクセスが悪くなってしまう。現在の時

刻表が完璧なバス運営だと思う。 

古江 参考にさせていただき、検討させてい

ただく。 

１２時台から１６時台まで、時間が開い

ているのは理由があるのか。この間に１

便増やすことは考えられないか。 

古江 労働基準法上の問題があると聞いて

いるが、交通事業者も交えて検討す

る。 

１４時頃に１本増便してほしい。バスで

総合病院に行くと、診察時間が遅くな

り、１２時の便に間に合わないことがよ

くある。 

古江 増やすのは難しいと思うが、時間の変

更により便利の良いダイヤを考えて

いきたい。 

 

 

○ＪＲとの接続 

名柄から九鬼の駅へのＪＲ接続は、時間

のロスが大きすぎる。観光客への対応面

を考え、ハラソ線を延長してほしい。 

名柄 資料にあるように、ハラソ線の延長も

視野に入れて、全体の運行形態を検討

していく。他の地区での意見も総合的

に考慮していく。 

駅で待つ時間が長い。駅舎を待合に使え

ないのか。例えば、他市町では血圧計を

置いていたり、猫の駅長をおいたりして

いる。駅までの利便性や駅での利便性を

考え、計画をつくるべきだ。 

三木里 そういう発想はあるとは思うが、利用

客のニーズは病院がふえてきている。

バスも 1 本は特急につなげるように

はしていきたい。 

小脇、名柄地区の要望について、ハラソ、

八鬼山両便ともに三木里駅に寄る必要

があるのか。 

古江、梶

賀 

各地区の意見を聞いた後、ダイヤを検

討していく。 
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古江地区は賀田駅への接続が重要であ

るものと考える。駅がある地区とは状況

が違う。 

古江 将来的に必要な公共交通機関になる

ものと考えている。 

ＪＲとの接続が悪い。全部とは言わない

が、組み合わせを考え調整してほしい。

出来ることなら、朝に合わせてほしい。 

三木浦、

名柄、早

田、梶賀、

曽根 

各地区から要望が出ている。各駅への

乗り継ぎや、尾鷲駅での特急への乗り

継ぎも調整したい。 

 

 

○料金・運行経費 

利用料金が 400 円と高い。過去に 200

円だったこともある。せめて、300円に

してほしい。 

九鬼、古

江 

利用者の減少もあり、ご理解いただき

たい。 

金額を定額にできないのか。 三木浦 費用面から、利用者が増加し、運賃収

入があがるというのであれば検討し

ていきたい。 

福祉の視点で高齢者に対してフリーパ

ス券を実施してほしい。 

三木浦 福祉担当課と協議させていただきた

い。 

デマンドをすると、倍の経費がかかり、

利用者も限られてしまう。集落支援員を

使うことを考えていくべきではないか。

そのために、実数の把握は必要ではない

か。また、デマンドをやれば、国から補

助金が出るのか。 

三木里 集落支援員では、母体が地域になる。

来年度、九鬼が取り入れるため、他の

自治体も様子を見ている。できる自治

体は実施してもいいと思う。熊野市で

はＮＰＯを立ち上げ運営している。た

だ、尾鷲とは道の状況が違う。年間

350万円の補助が出る。そこから運用

する。しかし、車は国の補助ではない。 

三重交通の管理料を減らす方法はない

か。赤字解消するにはどうするつもりな

のか。運賃や乗車人員を増やすことも考

えられるが、根本的にはどうか。 

三木里、

梶賀 

料金は上げる予定はない。4路線 4往

復しているが、時間の調整によって利

便性を上げていこうと考えている。そ

れにより、利用者の増加を図りたい。

ただ、そうすると、運行本数が減る可

能性はある。ＪＲとの兼ね合いもあ

る。意見の多いものに関しては、実施

していきたい。 

早田、須賀利地区について運賃を下げ

る、路線を増やすなどの要望があるとい

古江 経費に関わることも含めて、今後持続

可能な公共交通体系を考えていきた
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う新聞記事を見た。運行経費に係る金銭

面のことについては、今回の協議には関

係ないのか。 

いため、意見交換を行っている。 

全体で赤字はどれくらいか。 賀田 尾鷲市の負担は 3,700 万円程度であ

る。 

補助金はどういう仕組みで決められて

いるのか。国では地方創生などと言って

いるが、市の財政状況を圧迫しているで

はないか。どういうことなのか。 

曽根、曽

根 

人数で決められている。補助金は運行

料金にも関わってくる問題であるが、

現状の料金は変えないつもりである。 

 

 

○バス停 

尾鷲駅への乗り入れは必要である。 名柄、梶

賀、曽根 

現在の野地町のバス停については、尾

鷲駅近くへバス停を移すように、三重

交通、タクシー会社やＪＲと調整を行

っていく。汽車への接続については検

討していきたい。 

ふれあいバスはバス停から乗って、降り

るときはどこでも降りられるようには

できないのか。 

九鬼、尾

鷲地区 

定時定路線で運行しているため、次の

バス停の到着時間が遅れていく可能

性があること、バス停以外で急に止ま

ると衝突などの危険性があることか

ら、難しくなっている。 

総合病院から光が丘までつながってい

るが、以前は終点が製材所であった。バ

ス停が無くなり不便になっている。バス

は行きと帰りで２回通るのだから、製材

所前に１つバス停を設置してほしい。ま

た、道が狭いという意見もあるが、中川

沿いの放水口の所にバス停を設置して

ほしい。あそこには、墓地もあるため利

用者も多いはずである。もしくは、病院

から大滝方面に曲がるのではなく、中川

沿いまでバスを延伸し、中川沿いを走ら

せてほしい。光が丘や新田などは、住民

も増えてきているし、お願いしたい。 

尾鷲地区 バスが通れるか、他の路線の状況を鑑

みて、検討させていただく。 

病院前の信号の間隔が短く、横断歩道を 曽根 停留所の設置場所は横断歩道から近
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渡るのが困難である。信号を延長する

か、停留所を変更することは出来ない

か。 

づきすぎると危険だと聞いている。警

察とも協議していきたい。 

病院のロータリーへの乗り入れは出来

ないか。 

曽根 大型車での乗り入れは難しい。 

 

 

○運行形態 

八鬼山線で利用している車両は大きい

が、あまり乗っていないように思える。

小さいサイズにできないのか。 

九鬼、三

木浦、早

田、古江、

賀、梶賀、

曽根 

車両については、一日を通して一番人

数が多い時間帯に合わせている。 

時間帯によって小型と大型を使い分

けると契約が２台分になり、費用が増

加される。 

三重交通ではなく、自分たちで補助金な

どを活用し、自分たちで利便性を図ると

いうことはできないのか。 

九鬼 集落支援制度により、利便性を図るこ

とはできる可能性はあるが、公共交通

に関しては、残すべきだと考えてい

る。国の支援が無くなる可能性もある

し、将来を考えた上でも、公共交通は

重要なものであると考えている。 

便数の減少・廃止、もしくは料金の増額

は考えていないのか。 

三木浦、

賀田、曽

根、早田 

将来のことも考えて、廃止や料金の増

額は考えていない。１００点の回答が

出来るかと言われれば難しいが、出来

る限りの利便性を考慮していきたい。 

ハラソ線に乗車する際に、高速道路を通

行する際には座席に座る必要があり、満

員で座れず、乗れないことがたまにあ

る。定員を再度考慮してほしい。 

名柄 乗車人数によってバス車両のサイズ

については、考慮させていただきま

す。 

スクールバスの生徒以外の一般利用を

検討してほしい。 

名柄、三

木里、古

江、賀田 

検討していきたい。教育委員会と協議

していく。ただ、バスに目的外利用に

なる可能性もある。 

福祉タクシーとリンクはできないのか。 三木里 要介護者等が無料で利用するもので

あり、公共交通ではない。有償のもの

もあるが、利用法は限られる。 

バスの無い時間にも利用できるよう、駅

まではデマンドでするべきではないか。 

三木里 地域によって特色があるが、検討した

い。 

市のマイクロバスの稼働状況はどんな 古江 マイクロバスはイベント時の利用な
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状況か。使っていないときに、１４時頃

に１運行してはどうか。 

ど多種多様な利用状況となっている

ため、定期的に運行することは難しく

なっている。 

市営バスを導入するのは考えていない

のか。 

賀田 市営バスとなるとノウハウが必要と

なる。名古屋でも赤字であり、一般的

に言えば、民間でした方が安くでき

る。 

新聞紙上では、財政上厳しいということ

だが、サービス低下との兼ね合いはどう

するのか。 

曽根 ダイヤを調整するなど、出来る限り考

慮していきたい。 

一番多い時間帯で何人乗ることが出来

るのか。 

曽根 ハラソ線は２６人である。高速道路を

通るため、吊革につかまり乗ることが

出来ないそのため、椅子の数が基準と

なる。 

人口減少が続く中で、執行部として、ど

のように課題解決していこうと考えて

いるのか。 

尾鷲地区 今現在一番使いやすい形にすること

に主眼を置いている。将来に関して

は、ＰＤＣＡを用いて、その時々で見

直しを図っていきたい。 

 

 

○その他 

ふれあいバスで瀬木山まで行くが、終点

にその先への移動手段などをわかりや

すく張り出してほしい。 

九鬼 分かりやすくなるよう対応させてい

ただきたい。 

松阪まで行くバスはトイレがないため、

高齢者が長時間乗るのはつらい。 

三木浦 回答なし 

利用者数は総数か。何回乗ったのかでは

なく、何人が乗ったのかという実数の調

査はしたのか。学生はスクールバスもあ

り何回も乗車する。 

三木里 調査の仕方が非常に難しい。一日だけ

なら可能であると思う。他の地区でも

していない。アンケートがあるが、回

答してくれない方もいるため、困難で

ある。 

市長公室としては、最も利用した際の

数字がほしい。そうすれば多く乗る時

間の把握はできる。 

 

改正ダイヤは、できるだけ早く運行を開 名柄 地域公共交通活性化協議会での承認
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始してほしい。 を得た後、三重運輸支局へ路線変更等

の手続きが必要となるため、しかるべ

き手続きを終えた後、速やかに改正し

ていきたい。 

超高齢化により、地区内での運転手も少

なくなっている。公共交通機関の重要性

が増している。健康面も含めて、市街地

で行われるイベントに参加できる手段

を考えてほしい。 

古江 各課の取り組みの部分になるが、イベ

ントへの参加方法について情報共有

していく。 

免許返納者が増えてくる。周辺地区は年

を追うごとに年齢構成の状況が変わっ

てくる。 

古江、梶

賀 

 

会議の目的は何か。各地区を回り、ダイ

ヤ等の調整を行うことなのか。抜本的な

改革を行うということか。 

賀田 現状より利便性を図ることが目的で

ある。計画を策定するというよりは、

改善するという意味である。 

尾鷲総合病院へ通院後、帰りのバスをか

なり待つ。その間、セントラルマーケッ

トの待ち合いで待つことが多い。おとと

前に椅子を設置できないか。 

賀田、曽

根 

要望で前から聞いている。歩道である

ため、調整が難しいが、今回とは別枠

と捉え交渉していきたい。 

デマンドに関して、賀田方面のアンケー

トでは、利用したいが 1.8％だが、実際

に利用している人の声はどうなのか。 

賀田 今回は、無作為抽出したものと実際に

乗り込み聞き取ったものと、2つのア

ンケートを取った。ただ、アンケート

はあくまでベースであり、実際の要望

に関しては、今回聞き取っている。デ

マンドに関しては、地域支援員の活用

も一つの例と考えている。来年度九鬼

が活用予定であるため、それを見て判

断するのはどうか。 

地域支援員でデマンドを取り入れると

なった際は、どこが運営するのか。 

賀田 熊野市ではＮＰＯを立ち上げ、地区で

行っている。経費や運営は地区負担と

なる。運転手は講習を受ければ問題な

いということになっている。市で管理

運営となると、タクシー会社への委託

となり、費用は増大する。 

地域支援員の導入はなぜ案に入れない

のか。 

尾鷲地区 地域支援員制度は、公共交通とは違

う。また、タクシー会社との兼ね合い
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もあるため、今回は案としていない。 

計画の策定期間は何年か。どういう風に

変更していくのか。今後は自動運転等が

始まってくることも予想されるため、期

間を短くして欲しい。 

尾鷲地区 今までは随時変更してきた。基本は１

年単位で動いているが、緊急の場合は

変更している。計画策定期間は、他市

町が３～５年くらいであるが、尾鷲市

は未定である。技術革新等で、利便性

の向上が見込めるものに関しては、そ

の都度対応していきたい。 

乗降口のステップは低くすることは出

来ないか。もしくは、停止した時、ステ

ップを低く出来ないか。また、福祉バス

の乗降口は広く、乗り入れもしやすい

が、現状のバスは狭く、乗り入れが困難

である。 

須賀利、

曽根 

前までは、ツーステップバスであった

が、そういう話が出てきたため、現在

ワンステップバスで運行している。都

心部のバスには、更に低いノンステッ

プバスがあるが、尾鷲市の道の状況で

は、そのバスだと、下を擦ってしまう

ため、導入できない。乗降口に関して

は、三重交通へ交渉していく。 

デマンドの導入はバスだけに適用され

るのか。 

曽根 タクシーもある。熊野はバスを取り入

れている。 

市で福祉バスは持っていないのか。 曽根 市では持っていない。福祉事業者が持

っている。 

新しい車両の導入だが、三重交通のさじ

加減で古い車両を利用させられている

のではないか。 

曽根 そのようなことはないとは思うが、三

重交通にも伝えて協議したい。 

 


